
成果品と施設DBの自動連携機能実装
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登録された案件に「施設情報」を自動付与する機能をリリースしました。

【1】. MCCに基本情報を登録

【2】. MCC登録情報から以下を抽出
・施設の種類（例：橋梁、トンネル等）
・施設名称（概要から抽出）
・管理者（発注者）情報
・施設の位置情報（成果品登録時の緯度経度）

【3】.基本情報登録時に、
抽出情報から施設情報が自動で付与

【4】. 施設検索で案件の検索が可能に！

本機能は登録情報から推測される施設情報を自動で付与し、
特定の施設に関連する案件の検索を可能にする目的で実装して
います。

現在、自動付与された施設に対して、「確定」または「削除」
の操作が可能です。
  ・確定：関連度が「確定」となり、施設検索での検索時

    に関連度が「確定」のもので検索できるようになります。
  ・削除：施設情報を削除します。

現状は、道路施設に対して関連する施設情報を自動付与
全国道路施設点検データベース（Xroad）の施設一覧に対し、MCCの情報
を基に管理者・位置・名称の一致度合いから関連する施設を抽出。

基本情報登録画面の「施設情報」タブ

【発注者・受注者の皆様】施設情報はシステム側で自動付与されたものです。自動付与された情報は、誤っていても
受注者の責になるものではございませんので、ご理解のほどよろしくお願いします。
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